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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の原料の混成物を含む、熱溶融型酸塩基湿潤性指示接着剤組成物であって、
                            ａ．       １０乃至８０重量％の量のポリマーまたは複
数のポリマーの混成物と、
                            ｂ．       ２０乃至７０重量％の量の粘着付与樹脂また
は複数の粘着付与樹脂の混成物と、
                            ｃ．       ０乃至３０重量％の量の界面活性剤または複
数の界面活性剤の混成物と、
                            ｄ．       ０乃至５０重量％の量の可塑剤または複数の
可塑剤の混成物と、
                            ｅ．       ０乃至５０重量％の量の蝋または複数の蝋の
混成物と、
                            ｆ．       ０乃至５重量％の量の安定剤または抗酸化剤
と、
                            ｇ．       ０乃至５重量％の量の酸塩基湿潤性指示剤ま
たは複数の酸塩基湿潤性指示剤の混成物と、
                            ｈ．       湿潤時のみ蛍光を発し、乾燥時には発しない
、０．００１乃至１０重量％の量の蛍光剤または複数の蛍光剤の混成物と、
を含み、前記原料が、合計１００重量％の組成物になる、
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組成物であって、
前記蛍光剤が、８-ヒドロキシ-１，３，６-ピレントリスルホン酸三ナトリウム塩である
、組成物。
【請求項２】
　前記酸塩基湿潤性指示剤が、液体と接触するとｐＨの変化に応答して色を変化させる酸
塩基指示薬、液体との接触に応答して色を変化させる色素、およびそれらの混成物から成
る群より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記酸塩基指示薬が、スルホンフタレインｐＨ指示薬、モノアゾ色素、モノアゾピラゾ
リン色素、ジアゾ色素、両性アントラキノン色素、両性アントラキノン色素、トリフェニ
ルメタン色素、フタレイン型色素、キサンテン色素、複素環アクリジン芳香族、ジフェニ
ルメタン色素、トリフェニルメタン色素、カチオン性チアジン色素、カチオン性アントラ
キノン色素、フタロシアニン型色素、四級化フタロシアニン型色素、カチオン性ポリメチ
ン色素、アントラキノン型色素、中性錯体色素、テルペン型色素、およびそれらの混成物
から成る群から選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記色素が、ニトロ色素、モノアゾ色素、ジアゾ色素、フタロシアニン色素、キノリン
色素、キサンテン色素、トリアリルメタン色素、インジゴイド色素、植物性色素、食用色
素、およびそれらの混成物から成る群から選択される、水溶性色素である、請求項２に記
載の組成物。
【請求項５】
　前記蛍光剤が、アクリジン色素、シアニン色素、キサンテン色素、ピレン色素、ベンゾ
オキサゾール色素、フルオランテン色素、キニーネ色素、およびそれらの混成物から成る
群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記蛍光剤が、フルオレセインである、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記蛍光剤が、二ナトリウム６-ヒドロキシ-３-オキソ-９-キサンテン-ｏ-ベンゾエー
トである、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記蛍光剤が、紫外線光に曝露されると蛍光を発する、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記蛍光剤が、可視光に曝露されると蛍光を発する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記可視光が、赤色光、橙色光、黄色光、緑色光、青色光、藍色光、紫色光、およびそ
れらの組み合わせから成る群より選択される、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記蛍光剤が、赤外線光に曝露されると蛍光を発する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記蛍光剤が、水溶性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記ポリマーが、水溶性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記ポリマーは、エチレン酢酸ビニル（ＥＶＡ）、スチレン-イソプレン-スチレン（Ｓ
ＩＳ）ブロックコポリマー、スチレン-ブタジエン-スチレン（ＳＢＳ）ブロックコポリマ
ー、スチレン-エチレン-ブチレン-スチレン（ＳＥＢＳ）ブロックコポリマー、スチレン-
エチレン／エチレン-プロピレン-スチレン（ＳＥＥＰＳ）ブロックコポリマー、高密度ポ
リエチレン、低密度ポリエチレン、化学修飾ポリエチレン、スルホン化ポリエステル、ポ
リビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、非晶質ポリアルファオレフィン、エチレン
／スチレンインターポリマー（ＥＳＩ）、メタロセン触媒化ＡＰＡＯ、ポリビニルメチル
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エーテル、およびポリエチレングリコールポリマーから成る群から選択される、請求項１
に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記粘着付与樹脂が、天然ロジン、修飾ロジン、ロジンエステル、ポリテルペン樹脂、
天然テルペンのコポリマー、天然テルペンのターポリマー、フェノール修飾テルペン樹脂
、オリゴマーアミドエステル樹脂、脂肪族石油炭化水素樹脂、芳香族石油炭化水素樹脂、
およびそれらの水素化誘導体から成る群より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、またはアニオン性
界面活性剤である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記非イオン性界面活性剤が、アルキルアミンとアミド、アルカノアミンとアミド、ア
ミンオキシド、エトキシ化脂肪アルコール、エトキシ化脂肪酸、エトキシ化アルキルフェ
ノール、エトキシ化アミンとアミド、エトキシ化脂肪エステルと油、グリセリドとそれら
の誘導体、ソルビタン誘導体、ショ糖とグルコース誘導体から成る群より選択される、請
求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記界面活性剤が、グリセロールのモノまたはジ脂肪酸エステルである、請求項１に記
載の組成物。
【請求項１９】
　前記可塑剤が、液体ポリエチレングリコールおよびジベンゾエートエステルから成る群
より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記ジベンゾエートエステルが、ジエチレングリコールジベンゾエートである、請求項
１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記組成物が、タルク、炭酸カルシウム、シリカ粘土、雲母、珪灰石、長石、ケイ酸ア
ルミニウム、アルミナ、アルミナ水和物、ガラス微小球、セラミック微小球、熱可塑性微
小球、重晶石、および木粉から成る群から選択される、充填剤をさらに含む、請求項１に
記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、使い捨ての不織布吸収性物品で使用することができる、熱溶融型湿潤性指示接
着剤組成物に関する。指示接着剤は、紫外線光に曝露された時に蛍光を発することによっ
て、体液が着用者から排出されると湿潤性を指示する。これにより、紫外線光を使用する
ことによって、暗い環境でさえも、湿潤性について物品を点検することが可能になる。
【背景技術】
【０００２】
幼児、若年小児、および失禁成人のケア用途のための使い捨ての不織布吸収性製品が、幅
広く受け入れらている。典型的な使い捨ての不織布吸収性物品は、おむつ、トレーニング
パンツ、成人用失禁パッドおよびブリーフ、女性の生理用ナプキンまたはパッドおよびタ
ンポンを含む。記述されたもの等の使い捨ての不織布の吸収性物品は、尿または着用者が
分泌する他の体液を受容し、格納するように機能する。これらのアイテムは、着用者の皮
膚に直接、またはごく接近して着用される。
【０００３】
典型的な使い捨ての不織布吸収性物品は、流体不浸透性フィルム裏シート、多孔質の流体
浸透性不織布上部シート、および上部シートと裏シートとの間に挟持された吸収性コアか
ら成る。これらの物品は通常、熱溶融型接着剤を使用して接着される。この基本構造に加
えて、これらの吸収性物品は通常、体液格納機能を改善させるように、または着用者の快
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適性レベルを向上させるように、多くの他の特徴を有する。例えば、幼児用おむつは、流
体格納の向上のために、上部シートに取り付けられた弾性脚カフを含有する。
【０００４】
使い捨ての不織布吸収性物品が体液格納機能のために広く使用されているため、物品が湿
潤しており、したがって交換を必要とするかどうかを知ることが望ましい。目視検査によ
る湿潤性の監視は、時間がかかり、不快となり得る。したがって、おむつ等の使い捨ての
不織布吸収性物品に、湿潤性を信号伝達する機能を組み込むことが極めて有益である。
【０００５】
色の変化を用いて湿潤性を信号伝達する、湿潤性指示接着剤または湿潤性指示薬の被覆細
片を使用するアプローチが、Ｍｒｏｚらの米国特許第４，２３１，３７０号で説明されて
いる。この論説は、半透明のカバー部材と吸収性部材との間に配置された湿潤性指示薬を
有する、改良型吸収性製品を開示する。本開示によれば、湿潤性指示薬は、使い捨ておむ
つの裏シートの内側に向いた表面の一部分に、細片の形態で塗布される。そのような湿潤
性指示薬は、スチレン／２－エチルヘキシルアクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビ
ニルコポリマー、またはポリ酢酸ビニルの水性接着ラテックスに分散された、ｐＨ変化／
色変化型の着色料を含有する。指示薬は、裏シートに付着し、色が黄色である可撓性被覆
になるまで乾燥する。尿等の身体分泌物によって汚損されると、指示薬は、黄色から青色
に変化し、湿気の存在を信号伝達する。好適なｐＨを取得するために、リン酸等の十分な
酸緩衝手段がラテックスに添加されなければならない。リン酸は、安全性の懸念を引き起
こし得る、きつい酸である。Ｍｒｏｚらのラテックス系組成および任意の同様な水性また
は溶剤系製品の別の欠点は、製造中に水または溶剤の除去の手段を提供しなければならな
いことである。
【０００６】
Ｃｏｌｏｎらの米国特許第４，６８１，５７６号、第４，７４３，２３８号、および第４
，８９５，５６７号は、尿または水により汚損されると色を変化させる、熱溶融型湿潤性
指示接着剤を開示している。これらの接着剤は、脂肪酸および湿潤性指示色素と組み合わ
せた、水溶性ポリビニルピロリドンポリマー、または水溶性ビニルピロリドン－酢酸ビニ
ルコポリマー、またはエチレン－アクリル酸コポリマーに基づく。当該組成物は、水溶性
蝋、グリセロールエステル、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、および硬化油等の、種々
の他の原料を含有することができる。
【０００７】
Ｚｉｍｍｅｌらの米国特許第５，０３５，６９１号は、酸化モノブチルスズ（ＩＶ）触媒
の下でエチレン－アクリル酸コポリマーをポリエチレンオキシドと反応させることによっ
て調製される付加物に基づく、熱溶融型湿潤性指示薬組成物を開示している。当該組成物
は、湿気の存在を信号伝達する活性原料として、０．０３乃至０．５重量％の酸塩基指示
薬を含有する。
【０００８】
Ｒａｙｋｏｖｉｔｚの米国特許第５，３４２，８６１号は、組成物が、ｐＨ指示薬等の湿
潤性指示剤、ビニルポリマーを低分子量ポリエチレンオキシドと反応させることによって
調製されるグラフトコポリマー、および相溶性粘着付与剤を含むという点で、Ｚｉｍｍｅ
ｌらの組成物と同様の組成物を開示している。
【０００９】
本明細書で上述される従来技術の組成物には、いくつかの欠陥がある。例えば、Ｃｏｌｏ
ｎらで開示されている熱溶融型湿潤性指示薬組成物は、不良な熱安定性を示す。したがっ
て、熱溶融型用途中に典型的に遭遇する、２５０から３００°Ｆの高温で加熱されると、
接着剤は、炭化、表皮形成、および色の黒ずみによって発現されるように、激しく劣化し
得る。Ｃｏｌｏｎの組成物中の成分のほとんどは、相互に非相溶性であり、したがって、
該組成物は、典型的な熱溶融型接着剤の被覆条件における塗布中に、相分離を被り得る。
他の欠陥は、指示薬が典型的なポリマーフィルム基材に塗布された後に、典型的なポリビ
ニルピロリドンホモポリマーまたはコポリマー系製剤が被る、不良な環境安定性および不
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良な耐漏出つまり耐流出性である。被覆した指示薬は、保管中の大気水分への曝露により
、ゆっくりと、かつ時期尚早に黄色から緑色に変化し、最終的に青色に変化する傾向があ
る。この態様は、完成した不織布吸収性製品が消費者の手元に届く前に数ヶ月保管するこ
とができるため、特に重要である。保管中の次期尚早な色の変化は、製品を使い物になら
なくする。付加的な欠陥は、汚損された時の指示薬の色の変化の不良な強度であり、色の
変化が半透明の基材を通してほとんど可視的ではなくなる。一方で、Ｚｉｍｍｅｌらおよ
びＲａｙｋｏｖｉｔｚによって教示されている組成物は、別の比較的高分子量の疎水性ポ
リマーへの低分子量親水性ＰＥＧの化学グラフトを実行するために厳しい条件を余儀なく
させる。それらのグラフト反応は、有機スズ触媒（Ｚｉｍｍｅｌ）または過酸化物開始剤
（Ｒａｙｋｏｖｉｔｚ）を必要とする。残留有機スズ化合物および過酸化物による製品の
安全性の懸念から、問題が発生し得る。親水性ＰＥＧは、典型的には、グラフトコポリマ
ーの分離に使用されるビニルポリマーと非相溶性であるため、未反応の反応物が、最終湿
潤性指示薬組成物の相溶性の問題を引き起こし得る。
【００１０】
従来技術の製品の欠陥を考慮して、相溶性であり、熱的および環境的に安定しており、強
い色の変化および良好な耐流出性を有し、使用中の複数回の汚損に耐えることができ、か
つ製造および塗布しやすい、新しい湿潤性指示接着剤組成物の必要性が存在する。
【００１１】
従来技術の開示の全ては、尿等の液体と接触した時のｐＨの変化に応答して、またはそれ
自体が液体に接触した時に、可視光条件下で色を変化させる、種々の指示薬の使用を伴う
。　しかしながら、例えば、着用者が眠っている間に、暗い環境で湿潤性について点検で
きることが有利となる。本発明は、乾燥時には蛍光を発しないが、その代わり、物品が湿
潤した時のみ活性化され、暗闇で、および／または紫外線光の下で、可視的となる、蛍光
剤を含有する湿潤性指示接着剤組成物の使用を開示する。この特徴は、記載された従来技
術のうちのいずれの技術にも開示または提案されていない。
発明の開示
【００１２】
本発明は、湿潤時のみ蛍光を発し、乾燥時には発しない、接着剤系組成物に蛍光剤を組み
込む、接着剤系組成物を含む、湿潤性指示接着剤組成物を対象とする。一実施形態では、
接着剤系組成物は、水溶性、または少なくとも部分的に水溶性の成分から構成されてもよ
く、別の実施形態では、接着剤系組成物は、例えば、１つもしくは複数の不水溶性ポリマ
ーおよび界面活性剤といった、感水性成分から構成されてもよい。蛍光剤は、接着剤系組
成物中に溶解または分散させることができ、好ましくは、水溶性蛍光剤である。
【００１３】
本接着剤は、熱溶融型接着剤であることが好ましい。熱溶融型接着剤は、多くの理由で他
の種類の接着剤よりも好ましい。水性または溶剤系接着剤と違って、蒸発させる必要があ
る液体キャリアがない。熱溶融物は、融解状態で塗布され、冷却されると凝固する。した
がって、乾燥が生じる必要はないため、はるかに速い線速度でそれらを塗布することがで
きる。熱溶融物はまた、冷却するとすぐに流動を止めるため、より良好に定位置にとどま
る傾向がある。これは、接着剤のパターンを押出または印刷しようとする時に重要である
。しかしながら、必須相溶性蛍光剤が水性接着剤組成物に組み込まれるならば、接着剤系
組成物は熱溶融型接着剤よりもむしろ水性接着剤となり得ることが、いくつかの用途に考
えられる。
【００１４】
接着剤系組成物に混成される蛍光剤は、乾燥時には可視的ではないが、接着が湿潤した時
のみ可視的であり、結果として、暗闇でヒトの目に可視的となるか、または、赤外線光、
可視光（赤色、橙色、黄色、緑色、青色、藍色、または紫色）、または紫外線（ＵＶ）光
等の光への曝露下で可視的となる。好ましい光は、紫外線光であり、好ましい蛍光剤は、
Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈによって流通されているフルオレセイン（遊離酸）２-（６-
ヒドロキシ-３-オキソ-（３Ｈ）-キサンテン-９-イル）安息香酸、同様にＳｉｇｍａ-Ａ
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ｌｄｒｉｃｈからのフルオレセインナトリウム塩（二ナトリウム６-ヒドロキシ-３-オキ
ソ-９-キサンテン-ｏ-ベンゾエート）、およびＫｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅからの
ピラニン　１０Ｇ（８-ヒドロキシ-１，３，６-ピレントリスルホン酸三ナトリウム塩）
を含むが、それらに限定されない。接着剤系組成物中の蛍光剤の量は、０．００１乃至５
重量％、好ましくは０．０１乃至１重量％、最も好ましくは０．１乃至０。５重量％に及
んでもよい。該蛍光剤は、蛍光特性を有する単一化合物であってもよく、または、１つも
しくは複数の個々の蛍光化合物の混成物からも成ってもよい。
【００１５】
一実施形態では、湿潤性指示接着剤組成物は、主成分として含まれる粘着付与樹脂、安定
剤、および蛍光剤とともに、ホモポリマー、コポリマー、ターポリマー、インターポリマ
ー、またはそれらの混成物であってもよいポリマーを含む、少なくとも部分的に水溶性の
熱溶融型接着剤系である。随意で、湿潤性指示接着剤組成物はまた、尿等の液体と接触す
るとｐＨの変化に応答して色を変化させる酸塩基指示薬等の従来のｐＨ湿潤性指示薬、ま
たは尿で汚損されると色を変化させることが可能な色素を含んでもよい。本発明の組成物
は、従来技術の湿潤性指示薬の欠陥を克服している。本発明の一実施形態は、優れた熱お
よび環境安定性、改善した堅牢度、鮮やかな色の変化、容易な製造、および容易な塗布を
有する、湿潤性指示薬を提供するものである。別の実施形態は、遅延型反応を有し、した
がって、複数回の汚損に日々耐えることができる、組成物を対象とする。
【００１６】
本発明の熱溶融型湿潤性指示薬組成物は、当技術分野において公知である種々の従来の被
覆技術を使用して塗布することができる。それは特に、スロット金型、マルチビーズ、ス
パイラルスプレー、および溶融吹き付け型被覆の異なる変形例に適している。
【００１７】
本発明の好ましい湿潤性指示接着剤組成物は、その原料として、以下の成分の混合物を含
む、熱溶融型接着剤組成物であって、
ａ． 約１０乃至８０重量％の量、好ましくは、約１５乃至４５重量％の範囲のポリマー
またはポリマーの混成物と、
ｂ． 約２０乃至７０重量％の量、好ましくは、約３５乃至６５重量％の量の粘着付与剤
または粘着付与剤の混成物と、
ｃ． 約０乃至３０重量％の量、好ましくは、約０．１乃至１５重量％の量の界面活性剤
または界面活性剤の混成物と、
ｄ． 物約０乃至５０重量％の量、好ましくは、約５乃至４０重量％の量の可塑剤または
可塑剤の混成物と、
ｅ． 約０乃至５０重量％の量、好ましくは、約５乃至４０重量％の量の蝋または蝋の混
成物と、
ｆ． 約０乃至５重量％の１つもしくは複数の安定剤または抗酸化剤と、
ｇ． 約０乃至５重量％の量、好ましくは、約０．０５乃至０．２重量％の量の、ｐＨ指
示薬または酸塩基指示薬等の従来の湿潤性指示剤または湿潤性指示剤の混成物と、
ｈ． ０．００１乃至５重量％、好ましくは０．０１乃至１重量％、最も好ましくは０．
１乃至０．５重量％。の量の蛍光剤と、
を含む、組成物である。
【００１８】
組成物の成分は、合計１００重量％になる。接着剤は、上記の基本的接着剤組成物の色を
修飾することができる、充填材または着色料等の他の従来の原料を含有してもよい。
発明を実施するための形態
【００１９】
本発明によれば、約１０乃至８０重量％のポリマー成分、約２０乃至７０重量％の相溶性
粘着付与剤、約０乃至６０重量％の界面活性剤、約０乃至５０％の蝋、約０．００１乃至
５重量％の蛍光剤、約０乃至５０重量％の可塑剤、および約０乃至５重量％の安定剤また
は抗酸化剤、かつ随意で、約０乃至５重量％のｐＨ指示薬等の湿潤性指示剤を含む、熱溶
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融型湿潤性指示薬が処方される。この組成物の物理的および性能特性を修飾または向上さ
せるように、他の随意的原料を添加することができる。そのような随意的原料は、充填剤
、不活性色素または着色料、第２のポリマー等を含むが、それらに限定されない。
【００２０】
本発明の組成物中のポリマー原料として、任意の種々の入手可能な熱可塑性材料を、単独
で、または混成物として使用することができる。接着剤組成物に関して、ポリマーは、ホ
モポリマー、コポリマー、ターポリマー、インターポリマー、またはそれらの混成物であ
ってもよく、約１０乃至約８０重量％、好ましくは約１５乃至約４５％、最も好ましくは
約２０乃至約３５％の量で存在してもよい。そのような熱可塑性材料の実施例は、エチレ
ン／酢酸ビニル（ＥＶＡ）、エチレンアクリレート、エチレンメタクリレート、エチレン
メチルアクリレート、エチレンメチルメタクリレート、高密度および低密度ポリエチレン
、ポリエチレン混成物および化学修飾ポリエチレン、エチレンおよび１-６モノ-またはジ
-不飽和モノマーのコポリマー、エチレン／スチレンインターポリマー（ＥＳＩ）を含む
、エチレン系ポリマー、スルホン化ポリエステル等のポリエステル、アタクチックポリプ
ロピレンおよびその他を含む、非晶質ポリアルファオレフィン（ＡＰＡＯ）、メタロセン
触媒化ポリアルファオレフィン、ＳＩＳ（スチレン-イソプレン-スチレン）ブロックコポ
リマー、ＳＢＳ（スチレン-ブタジエン-スチレン）ブロックコポリマー、ＳＥＢＳ（スチ
レン-エチレン-ブチレン-スチレン）ブロックコポリマー、ＳＥＥＰＳ（スチレン-エチレ
ン／エチレン-プロピレンスチレン）ブロックコポリマー、ＳＢＲ（スチレン-ブタジエン
-ゴム）、アクリルポリマーおよびコポリマー、ならびにスチレンアクリルポリマーおよ
びコポリマー、一般的にポリブチレンと呼ばれるポリブテン-１ホモポリマーおよびコポ
リマー、線形Ａ-Ｂ-Ａブロック、線形Ａ-（Ｂ-Ａ）ｎ-Ｂマルチブロックコポリマー、お
よび式（Ａ-Ｂ）ｎ-Ｙのラジアルまたはテレブロックコポリマーを含み、Ａは、ポリスチ
レンブロックを含み、Ｂは、実質的にゴム状のポリブタジエンまたはポリイソプレンブロ
ックを含み、Ｙは、多価化合物を含み、ｎは、少なくとも３の整数である。中間ブロック
は、水素化または残留不飽和を除去する他の後処理を通して、それらの熱安定性を改善す
るように後処理することができる。Ａ-Ｂ-Ａブロックコポリマー構造のＡまたは末端ブロ
ックのサイズおよび量は、ポリマーの１４乃至５１重量％ほどであってもよい。
【００２１】
加えて、水溶性ポリマーも、熱可塑性材料として採用されてもよい。一般的な水溶性ポリ
マーは、スルホン化ポリエステル等のポリエステル、ポリビニルメチルエーテル、ポリア
ルキレンイミインポリマーおよびコポリマー、ポリビニルアルコール、ポリラクチドポリ
マー、ポリエチレングリコールポリマー、ポリアクリル酸およびその塩、エチレン／アク
リル酸およびその塩、およびポリビニルピロリドン／酢酸ビニルを含む。他の水溶性ポリ
マーが、ポリマーの所望の最終用途および特性に応じて使用されてもよく、したがって、
上記のリストは、本明細書で使用されるような「熱可塑性材料」または「熱可塑性ポリマ
ー」といった用語の範囲で包括的とも限定的とも見なされるべきではない。
【００２２】
本発明の組成物で使用するための好ましい熱可塑性ポリマーは、エチレン酢酸ビニル（Ｅ
ＶＡ）、スチレン-イソプレン-スチレン（ＳＩＳ）ブロックコポリマー、スチレン-ブタ
ジエン-スチレン（ＳＢＳ）ブロックコポリマー、スチレン-エチレン-ブチレン-スチレン
（ＳＥＢＳ）ブロックコポリマー、スチレン-エチレン／エチレン-プロピレン-スチレン
（ＳＥＥＰＳ）ブロックコポリマー、高密度および低密度ポリエチレン、ポリエチレン混
成物および化学修飾ポリエチレン、スルホン化ポリエステル、ポリビニルピロリドン／酢
酸ビニルコポリマー、非晶質ポリアルファオレフィン、特にアタクチックポリプロピレン
（アタクチックＰＰ）、エチレン／スチレンインターポリマー（ＥＳＩ）、メタロセン触
媒化ＡＰＡＯ、ポリビニルメチルエーテル、およびポリエチレングリコールポリマーであ
る。
【００２３】
ポリマーの全スチレン含有量がポリマーの５１重量％ほどにもなり得る一方で、かつポリ
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マーが最適な性能のために３つ以上のＡブロックを有することができるため、全Ａブロッ
クは、ポリマーの約４５重量％以下となるべきであり、最も好ましくは、ポリマーの３５
重量％以下である。Ｓ-Ｂ-Ｓ（スチレン-ブタジエン-スチレン）コポリマーでは、好まし
い分子量は、約５０，０００乃至１２０，０００であり、好ましいスチレン含有量は、約
２０乃至４５重量％である。Ｓ-Ｉ-Ｓ（スチレン-イソプレン-スチレン）コポリマーでは
、好ましい分子量は、約１００，０００乃至２５０，０００であり、好ましいスチレン含
有量は、約１４乃至３５重量％である。ブタジエン中間ブロックを水素化することにより
、典型的にはエチレン-ブチレン中間ブロックと見なされる、ゴム状中間ブロックを産生
する。
【００２４】
そのようなブロックコポリマーは、Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　ＬＬＣ、Ｅｎｉｃ
ｈｅｍ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒｓ　Ａｍｅｒｉｃａｓ，　Ｉｎｃ．、およびＤｅｘｃｏ　Ｐ
ｏｌｙｍｅｒｓから入手可能である。マルチブロックまたはテーパードブロックコポリマ
ー（Ａ-（Ｂ-Ａ）ｎ&shy;Ｂ型）は、Ｆｉｒｅｓｔｏｎｅから入手可能である。
【００２５】
本発明の熱溶融型接着剤で使用される粘着付与樹脂は、接着特性を拡張し、特異的接着を
改善するものである。本明細書で使用される「粘着付与樹脂」という用語は、
ａ． 例えば、ゴムロジン、ウッドロジン、トールオイルロジン、蒸留ロジン、水素化ロ
ジン、二量体化ロジン、および重合ロジン等の、天然および修飾ロジン、
ｂ． 例えば、淡色ウッドロジンのグリセロールエステル、水素化ロジンのグリセロール
エステル、重合ロジンのグリセロールエステル、淡色ウッドロジンのペンタエリトリトー
ルエステル、水素化ロジンのペンタエリトリトールエステル、トールオイルロジンのペン
タエリトリトールエステル、およびロジンのフェノール修飾ペンタエリトリトールエステ
ル等の、天然および修飾ロジンのグリセロールおよびペンタエリトリトールエステル、
ｃ． ＡＳＴＭ方法Ｅ２８-５８Ｔによって測定された、約２０℃乃至１４０℃の軟化点を
有する、ポリテルペン樹脂であって、後者のポリテルペン樹脂は概して、適度に低い温度
においてフリーデル・クラフツ触媒の存在下で、ピネンとして知られているモノテルペン
等のテルペン炭化水素の重合に由来し、また、水素化ポリテルペン樹脂も含まれる、ポリ
テルペン樹脂、
ｄ． 天然テルペンのコポリマーおよびターポリマー、例えば、スチレン／テルペン、α-
メチルスチレン／テルペン、およびビニルトルエン／テルペン、
ｅ． 例えば、テルペンおよびフェノールの酸性媒体中の凝縮に由来する樹脂製品等の、
フェノール修飾テルペン樹脂、
ｆ． 例えば、Ａｒｉｚｏｎａ　ＣｈｅｍｉｃａｌからのＵｎｉｒｅｚ　２６２０等の、
オリゴマーアミドエステル樹脂、
ｇ． 約１０℃乃至１４０℃の環球軟化点を有する、脂肪族石油炭化水素樹脂であって、
後者の樹脂は、主にオレフィンおよびジオレフィンから成るモノマーの重合に由来し、ま
た、水素化脂肪族石油炭化水素樹脂も含まれ、この種類のＣ５-オレフィン分画に基づく
、そのような市販の樹脂の実施例は、Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ　ＵＳによって販売されて
いる「Ｗｉｎｇｔａｃｋ　９５」および「Ｗｉｎｇｔａｃｋ　１１５」粘着付与樹脂であ
る、樹脂、
ｈ． 芳香族石油炭化水素およびそれらの水素化誘導体、
ｉ． 脂肪族／芳香族石油由来炭化水素およびそれらの水素化誘導体、
を含む。
【００２６】
上記の粘着付与樹脂の２つ以上の混合物が、いくつかの処方物に必要とされてもよい。２
０乃至７０重量％の範囲の粘着付与樹脂が使用されてもよいが、好ましい範囲は、３５乃
至６０％であり、最も好ましい範囲は、４５乃至６０％である。本発明に有用である市販
の粘着付与樹脂の実施例は、Ｓｙｌｖａｌｉｔｅ　ＲＥ　１００Ｌという商標によって商
業的に識別される樹脂を含む。この樹脂は、ペンタエリトリトール系トールオイルロジン
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エステル、およびＳｙｌｖａｌｉｔｅ　ＲＥ　８５Ｌというトールオイルロジンのグリセ
ロールエステルであり、両方ともＡｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙか
ら入手可能である。
【００２７】
市販の重合および修飾ロジンは、それぞれ、「Ｓｙｌｖａｒｏｓ　ＰＲ　Ｒ、ＰＲ　Ｒ８
５、およびＵｎｉ-Ｔａｃ　７０」という商標の下でＡｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙから確保できる。商業的に好適な部分的に水素化されたロジンは、「Ｆ
ｏｒａｌ　ＡＸ」および「Ｓｔａｂｅｌｉｔｅ」という商標の下でＥａｓｔｍａｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能であり得る。
【００２８】
本発明の湿潤性指示薬組成物は、接着剤をより親水性にするように、および組成物に透水
性を付与するように、約０乃至３０重量％、好ましくは約０．１乃至１５重量％、最も好
ましくは約２乃至約１０重量％の界面活性剤を含有する。本明細書で使用するための好適
な界面活性剤は、陽イオン性、陰イオン性、または非イオン性型を含み、非イオン性型が
好ましい。より好ましい界面活性剤は、１５未満のＨＬＢを有する一群の非イオン性界面
活性剤から選択される。これらの界面活性剤は、アルキルアミンとアミド、アルカノール
アミンとアミド、アミンオキシド、エトキシ化脂肪アルコール、エトキシ化脂肪酸、エト
キシ化アルキルフェノール、エトキシ化アミンまたはアミド、エトキシ化脂肪エステルと
油、グリセロール脂肪エステルとそれらのエトキシ化誘導体、ソルビタン誘導体、ショ糖
とグルコースエステルおよびそれらの誘導体を含む。最も好ましい界面活性剤は、３から
１２の間のＨＬＢを有し、エトキシ化脂肪アルコール、エトキシ化脂肪酸、ステアリン酸
、脂肪酸のグリセロールエステルとそれらの誘導体、およびソルビタン誘導体を含む、下
位群から選択される。本明細書の上記で説明される２つ以上の界面活性剤の混合物が、い
くつかの処方物に使用されてもよい。
【００２９】
本明細書で使用される「界面活性剤」または「表面活性剤」という用語は、水または水溶
液に溶解させられると表面張力を低減する、または２つの液体の間あるいは液体と固体と
の間の界面張力を低減する、任意の化合物を指す。好適な界面活性剤の例は、以下を含む
が、それらに限定されない。
１． ジステアリン酸エチレングリコールジ、モノステアリン酸エチレングリコール、モ
ノおよび／またはジオレイン酸グリセロール、ジオレイン酸ＰＥＧ、ＰＥＧモノラウレー
ト、ソルビタンモノラウレート、ソルビタントリオレアート等を含む、グリセロールエス
テル、ＰＥＧエステル、およびソルビタンエステル等の、脂肪酸エステル。これらの界面
活性剤は、ＩＣＩ、Ｒｈｏｎｅ-Ｐｏｕｌｅｎｃ、および他の供給源から入手可能である
。
２． オクチルフェノールエトキシレート、ノニルフェノールエトキシレート、アルキル
アミンエトキシレート等を含む、アルキルフェノールエトキシレート、アルコールエトキ
シレート、アルキルアミンエトキシレート等の非イオン性エトキシレート。これらの界面
活性剤は、Ｒｈｏｎｅ-Ｐｏｕｌｅｎｅ、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ、および他の供給
源から入手可能である。
３． Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓから入手可能な２，４，７，９-テトラメチル-５-デシン
-４，７-ジオール等の非イオン性界面活性剤。
４． Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ、ＢＡＳＦ等から入手可能である、エチレンオキシド
／プロピレンオキシドコポリマー。必要であれば、最良の親水性能特性最良の混成物を産
生するように、これらの界面活性剤および他の界面活性剤を混合できることに留意された
い。
【００３０】
Ｕｎｉｑｕｅｍａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製造のＡｔｍｅｒ　１２９というモノステア
リン酸グリセロール、ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ，　Ｉｎｃ．製造のＡｔｍｅｒ　６８８
という非イオン性界面活性剤混成物、およびＣｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，　Ｉｎ
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ｃ．製造のＡｅｒｏｓｏｌ　ＯＴ　１００％界面活性剤（オクチルソジウムスルホサクシ
ネート）が、本接着剤組成物で使用するための好ましい界面活性剤であることが分かって
いる。
【００３１】
接着剤の接着強度または使用温度を大幅に減少させることなく、所望の粘度制御を提供す
るために、水溶性および不水溶性可塑剤の両方が、約０乃至約５０重量％、好ましくは約
５乃至約４０重量％、最も好ましくは約２０乃至約３５重量％の量で、単独で、または任
意の所望の組み合わせで、本発明の組成物に存在することができる。液体および固体可塑
剤の両方を、本発明の組成物に使用することができる。
【００３２】
本明細書で使用される水溶性可塑剤は、低分子量ポリエチレングリコール、多機能アルコ
ール、および一般的分類の界面活性剤を含み、界面活性剤の分子は、親水基および疎水基
の両方を含有する。界面活性剤の分子の親水基は、概して、ポリエチレングリコール、ポ
リプロピレングリコール、モノ-またはジ-ヒドロキシル化アミノ基、エトキシ化アミノラ
ジカル、カルボン酸基のポリアルキレングリコールエステル、置換または非置換グリセロ
ール、グルコース、ショ糖、およびソルビタン基から成るが、それらに限定されない。界
面活性剤の分子の疎水基は、概して、アルキルフェノール基、ジアルキルフェノール基、
または直鎖または分岐脂肪族ラジカル等の炭化水素ラジカルから成るが、それらに限定さ
れない。好ましい可溶性可塑剤は、８．０乃至２０．０の範囲内のＨＬＢ値を有する、エ
トキシ化アルキルフェノール、エトキシ化脂肪酸、およびエトキシ化脂肪アルコールを含
む。１３．５のＨＬＢ値を伴うエトキシ化アルキルフェノールは、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂ
ｉｄｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｄａｎｂｕｒｙ，　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔ）からＴ
ｒｉｔｏｎ　Ｘ-１００という商標の下で入手することができ、ポリエチレングリコール
６００モノラウレート（ＨＬＢ＝１４．６）およびポリエチレングリコール１０００ジラ
ウレート（ＨＬＢ＝１４．２）等の水溶性エトキシ化脂肪酸は、それぞれ、Ｋｅｓｓｃｏ
　ＰＥＧ　６００ＭＣおよびＰＥＧ　１０００ＤＬという商標の下でＳｔｅｐａｎ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ）から購入することができる。
【００３３】
好適な不水溶性可塑剤は、ジプロピレングリコールジベンゾエート、ペンタエリトリトー
ルテトラベンゾエート、ポリエチレングリコール４００-ジ-２-エチルヘキソエート、リ
ン酸２-エチルヘキシルジフェニル、フタル酸ブチルベンジル、フタル酸ジブチル、フタ
ル酸ジオクチル、種々の置換クエン酸塩、およびグリサリン酸塩を含む群より選択されて
もよい。好適なジプロピレングリコールジベンゾエートおよびペンタエリトリトールテト
ラベンゾエートは、それぞれ、「Ｂｅｎｚｏｆｌｅｘ　９-８８およびＳ-５５２」という
商標の下でＶｅｌｓｉｃｏｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｃｈｉｃａｇｏ，　
Ｉｌｌｉｎｏｉｓ）から購入されてもよい。さらに、好適なポリエチレングリコール４０
０-ジ-２-エチルヘキソエートは、「Ｔｅｇｍｅｒ　８０９」という商標の下でＣ．Ｐ．
　Ｈａｌｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｃｈｉｃａｇｏ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ）から購入されても
よい。好適なリン酸２-エチルヘキシルジフェニル、およびフタル酸ブチル　ベンジルは
、それぞれ、「Ｓａｎｔｉｃｉｚｅｒ　１４１および１６０」という商標の下でＭｏｎｓ
ａｎｔｏ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．　Ｌｏｕ
ｉｓ，　Ｍｉｓｓｏｕｒｉ）から購入されてもよい。
【００３４】
好適な可塑剤は、鉱油等の通常の可塑化油だけでなく、オレフィンオリゴマーおよび低分
子量ポリマー、ならびに植物性および動物性油、およびそのような油の誘導体も含む群よ
り選択されてもよい。採用されてもよい石油由来の油は、わずかな割合の芳香族炭化水素
しか含有しない、　比較的高沸点の材料である。この点で、芳香族炭化水素は、好ましく
は、油の３０重量％未満、より具体的には１５％未満となるべきである。代替として、油
は、完全に非芳香族であってもよい。これらのオリゴマーは、約３５０から約１０，００
０の間の平均的分子量を有する、ポリプロピレン、ポリブテン、水素化ポリイソプレン、
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水素化ブタジエン、または同等物であってもよい。好適な植物性および動物性油は、通常
の脂肪酸のグリセロールエステル、およびそれらの重合生成物を含む。本発明で有用とな
る可塑剤は、任意の数の異なる可塑剤となり得るが、発明者らは、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ，
　Ｉｎｃ．製造のＫａｙｄｏｌ等の鉱油が本発明で特に有用であることを発見している。
両方ともＶｅｌｓｉｃｏｌ製造のＢｅｎｚｏｆｌｅｘ　９-８８という　ジプロピレング
リコールジベンゾエート、およびＢｅｎｚｏｆｌｅｘ　３５２という１，４-シクロヘキ
サンジメタノールジベンゾエートもまた、適切な可塑剤であることが分かっている。理解
されるように、典型的には、接着剤の接着強度および／または使用温度を大幅に減少させ
ることなく、接着剤組成物全体の粘度を低下させるために、可塑剤が採用されている。可
塑剤の選択は、特定の最終用途（湿潤強度コア用途等）のための処方で有用となり得る。
【００３５】
例えば、尿で汚損された時等の湿気の存在を信号伝達する随意的原料として、十分な量の
湿潤性指示剤が本発明の組成物で使用されてもよい。有用な湿潤性指示剤は、尿または水
で汚損された時に接着剤組成物の色を変化させることが可能である、染料つまり着色料色
素およびｐＨ指示薬を含む。ｐＨの変化に応答して色を変化させる酸塩基指示薬が好まし
く、約２乃至７のｐＨで色の変化を有するものがより好ましい。このｐＨは、上記で説明
される湿気と熱溶融型組成物との間の相互作用によって生成されるものである。そのよう
なｐＨは、湿気が親水性有機マトリクスに浸透するにつれて、熱溶融型指示薬で生成され
る。最も好ましい酸塩基指示薬は、ブロモフェノールブルー、ブロモクロロフェノールブ
ルー、ブロモクレゾールグリーン、およびブロモクレゾールパープルを含む。典型的には
、これらは、約０．０１乃至５重量％の量で存在し、約０．０５乃至０．２重量％の量が
より好ましい。本明細書の上記で説明される酸塩基指示薬は、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｉｎｃ．（Ｍｉｌｗａｕｋｅｅ，　ＷＩ）から購入すること
ができる。
【００３６】
湿潤性指示剤は、可視光の下でヒトの目にとって知覚可能な視覚信号を生じて、吸収性物
品が湿潤されたことを示す。例えば、視覚信号は、第１の色から第２の色へ、１つの色合
いから異なる色合いへ、明色または半透明色から暗色へ等の、色の変化であってもよい。
湿潤性指示剤は、湿潤時に乾燥組成物の色と区別可能である、容易に可視的な色を組成物
に提供するための効果的な量で、使用される。
【００３７】
湿潤性指示剤は、尿等の液体と接触すると、ｐＨの変化に応答して色を変化させる、酸塩
基湿潤性指示薬であることが好ましい。好適な従来の酸塩基湿潤性指示剤は、例えば、参
照することにより本明細書に組み込まれる、Ｃｏｌｏｎらに対する米国特許第５，０６６
，７１1号およびＫｌｏｆｔａらに対する米国特許第６，９０４，８６５号で説明されて
いるもの等の、公知の湿潤性指示剤を含む。例えば、従来の酸塩基湿潤性指示剤は、エチ
ル赤色、ブロモフェノールブルー、ブロモクレゾール緑色、Ｍ-クレゾールパープル、ク
レゾールレッド、クロロフェノールレッド、ブロモチモールブルー、ブロモピロガロール
レッド、ブロモキシレノールブルー、およびブロモフェノールブルー等のスルホンフタレ
インｐＨ指示薬、酸アリザリン紫色Ｎ等のモノアゾ色素、アシッドイエロー３４等のモノ
アゾピラゾリン色素、アシッドブラック２４等のジアゾ色素、アシッドブラック４８等の
両性アントラキノン色素、アシッドブルー４５等の両性アントラキノン色素、酸フクシン
等のトリフェニルメタン色素、ｏ-クレゾールフタレイン等のフタレイン型色素、２'，７
'-ジクロロフルオレセインエオシンＢ等のキサンテン色素、アクリジンオレンジ等の複素
環アクリジン芳香族、オーラミンＯ等のジフェニルメタン色素、塩基性フクシン等のトリ
フェニルメタン色素、アズールＣ等のカチオン性チアジン色素、ベーシックブルー４７等
のカチオン性アントラキノン色素、銅フタロシアニン等のフタロシアニン型色素、アルセ
ックブルー（ａｌｃｅｃ　ｂｌｕｅ）　等の四級化フタロシアニン型色素、アストラゾン
オレンジＧ等のカチオン性ポリメチン色素、アリザリン等のアントラキノン型色素、アズ
ールＡエオシネート等の中性錯体色素、トランス-ベータ-カロテン等のテルペン型色素、
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および同等物を含んでもよい。
【００３８】
湿潤性指示剤は、また、液体と接触すると色を変化させる、指示薬であってもよい。液体
と接触するか、または液体に溶解させられると色を変化させる、好適な従来の湿潤性指示
剤は、例えば、参照することにより本明細書に組み込まれる、Ｂａｋｅｒらに付与された
米国特許第３，６７５，６５４号およびＲａｙｋｏｖｉｔｚに付与された米国特許第５，
３４２，８６１号で説明されているもの等の、公知の湿潤性指示剤を含む。例えば、従来
の湿潤性指示剤は、ニトロ色素、モノアゾ色素、ジアゾ色素、フタロシアニン色素、キノ
リン色素、キサンテン色素、トリアリルメタン色素、インジゴイド色素、植物性色素、食
用色素、および同等物等の水溶性色素を含んでもよい。
【００３９】
本発明は、約０乃至約５重量％の量の安定剤を含んでもよい。好ましくは、約０．１乃至
１％の安定剤が本組成物に組み込まれる。本発明の熱溶融型湿潤性指示接着剤組成物で有
用である安定剤は、指示薬の製造および塗布中に、ならびに最終生成物の周囲環境への通
常の曝露において通常発生する、熱および酸化分解の効果から、上記のポリマーを保護し
、それにより、全接着剤系を保護するのに役立つように組み込まれる。適用可能な安定剤
の中には、硫黄およびリン酸含有フェノール等の、高分子量ヒンダードフェノールおよび
多機能フェノールがある。ヒンダードフェノールは、当業者にとって周知であり、そのフ
ェノールヒドロキシル基にごく接近して立体的にかさ高いラジカルも含有する、フェノー
ル化合物として特徴付けられてもよい。特に、第３ブチル基は、概して、フェノールヒド
ロキシル基に対するオルト位のうちの少なくとも１つにおいてベンゼン環上に置換される
。ヒドロキシル基の付近のこれらの立体的にかさ高い置換ラジカルの存在は、その伸縮振
動数を妨害し、それに対応して、その反応性を妨害する働きをし、したがって、この立体
障害は、フェノール化合物に安定化特性を提供する。代表的なヒンダードフェノールは、
１，３，５-トリメチル-２，４，６-トリス（３-５-ジ-ｔｅｒｔ－ブチル-４-ヒドロキシ
ベンジル）ベンゼン、
ペンタエリトリトールテトラキス-３（３，５-ジ-ｔｅｒｔ-ブチル-４-ヒドロキシフェニ
ル）プロピオネート、
ｎ-オクタデシル-３（３，５-ジ-ｔｅｒｔ－ブチル-４-ヒドロキシフェニル）プロピオネ
ート、
４，４’-メチレンビス（４-メチル-６-ｔｅｒｔブチルフェノール）；
２，６-ジ-ｔｅｒｔ－ブチルフェノール；
６-（４-ヒドロキシフェノキシ）-２，４-ビス（ｎ-オクチルチオ）-１，３，５-トリア
ジン、
２，３，６-トリス（４-ヒドロキシ-３，５-ジ-ｔｅｒｔ－ブチル-フェノキシ）-１，３
，５-トリアジン、
ジ-ｎ-オクタデシル-３，５-ジ-ｔｅｒｔ－ブチル-４-ヒドロキシベンジルホスホネート
、
２-（ｎ-オクチル（基）チオ）エチル-３，５-ジ-ｔｅｒｔ－ブチル-４-ヒドロキシベン
ゾエート、および
ソルビトールヘキサ-３（３，５-ジ-ｔｅｔ-ブチル-４-ヒドロキシ-フェニル）プロピオ
ネート、
を含む。
【００４０】
安定剤として特に好ましいのは、ペンタエリトリトールテトラキス-３（３，５-ジ-ｔｅ
ｒｔ－ブチル-４-ヒドロキシフェノール）プロピオネートである。
【００４１】
これらの安定剤の性能は、それらと併せて、（１）例えば、チオジプロピオネートエステ
ルおよび亜リン酸塩等の相乗剤、および（２）例えば、エチレンジアミン四酢酸、その塩
、およびジサリチラルプロピレンジイミン等のキレート剤および金属不活性化剤を利用す
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ることによって、さらに向上されてもよい。
【００４２】
特定の物理的特性を修飾するために、他の随意的な添加物が本発明の接着剤組成物に組み
込まれてもよいことを理解されたい。例えば、これらは、例えば、二酸化チタン等の不活
性着色料、および充填剤等の材料を含んでもよい。典型的な充填剤は、タルク、炭酸カル
シウム、シリカ粘土、雲母、珪灰石、長石、ケイ酸アルミニウム、アルミナ、アルミナ水
和物、ガラス微小球、セラミック微小球、熱可塑性微小球、重晶石、および木粉を含む。
【００４３】
本発明の熱溶融型接着剤組成物は、当技術分野において公知である技術のうちのいずれか
を使用して処方されてもよい。従来技術の混合手順の代表的な実施例は、ポリマー、蛍光
剤、および湿潤性指示薬を除く全ての成分を、回転子を装備したジャケット付き混合ケト
ルの中に入れ、その後、内容物を融解させるように２５０乃至３００°Ｆの範囲まで混合
物の温度を上昇させるステップを伴う。このステップで使用される正確な温度は、特定の
原料の融点に依存することを理解されたい。続いて、ポリマーを撹拌下でケトルに導入し
、一貫性があり、かつ均一な混合物が形成されるまで混合を継続させる。最後に、湿潤性
指示薬および蛍光剤を添加し、湿潤性指示薬および蛍光剤が混合物中で完全に溶解される
と、混合を終了する。混合プロセスの全期間中、ケトルの内容物を二酸化炭素および窒素
等の不活性ガスで保護する。
【００４４】
次いで、結果として生じる熱溶融型湿潤性指示薬は、種々の被覆技術を使用して基材に塗
布されてもよい。実施例は、熱溶融型スロット金型被覆、熱溶融型ホイール被覆、熱溶融
型ローラ被覆、融解被覆、およびスパイラルスプレー被覆を含む。好ましい実施形態では
、熱溶融型接着剤は、裏シート上に複数の湿潤性指示薬の細片を有する被覆パターンを生
成するように、１～５ｍｍ幅のノズルを有するスロット金型を使用して、基材上に被覆さ
れる。
【００４５】
本発明の接着剤組成物は、例えば、使い捨ての不織布幼児および若年小児用おむつ、トレ
ーニングパンツ、成人用失禁パッドおよびブリーフ等の、いくつかの不織布吸収性物品の
用途で使用されてもよい。
【００４６】
湿潤性指示接着剤組成物は、湿潤時のみ蛍光を発し、乾燥時には発しない、蛍光剤を含む
。「湿潤」または「湿潤した」という用語は、接着剤が、尿、生理食塩水、血液、粘液、
および他の身体浸出液等の水性流体、ならびに水自体と接触することを意味する。蛍光剤
は、吸収性物品が湿潤したことを示すように暗闇で容易に見ることができる蛍光を、本組
成物に提供するために、効果的な量で使用される。
【００４７】
蛍光剤は、暗闇で、および／または可視光の下で、ヒトの目に可視的である蛍光を生成で
きる。しかしながら、蛍光剤は、赤外線光、可視光（赤色、橙色、黄色、緑色、青色、藍
色、または紫色）、または紫外線（ＵＶ）光等の光に曝露されるとヒトの目に可視的であ
る、蛍光を生成する蛍光湿潤性指示剤であることが好ましい。好ましくは、紫外線光光源
（例えば、ブラックライト）からの紫外線光は、紫外線活性化蛍光湿潤性指示剤と併用し
て使用される。
【００４８】
蛍光剤は、好ましくは、液体との接触に応答して蛍光を生成するよう活性化されるように
、水溶性である。例えば、蛍光剤は、接着剤組成物が乾燥している時には不活性である。
蛍光剤を含有する接着剤組成物が液体と接触するか、液体中に溶解されると、蛍光剤が活
性化され、光、好ましくは、紫外線光によって照射されると、蛍光を生成する。蛍光剤は
、好ましくは、水性環境への曝露時にしか活性化されないように、熱溶融型接着剤に含有
される。該組成物中の蛍光剤の量を変化させる（典型的には量を増加させる）ことによっ
て、または適切に敏感な蛍光剤を利用することによって、蛍光剤に蛍光を発せさせるため
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に、従来の白熱および／または蛍光電球から発光される十分な紫外線光があってもよいこ
とに留意されたい。
【００４９】
好適な蛍光剤は、例えば、参照することにより本明細書に組み込まれる、Ｔａｙｌｏｒら
に付与された米国特許第３，９４１，７５９号、Ｍａｙらに付与された米国特許第４，８
４１，１５６号、Ｔｉｎｇｅｙらに付与された米国特許第５，６６７，８４０号、Ｃａｎ
ｏｒに付与された米国特許第６，０８０，４５０号、Ｒｕｅｇｇｅｂｅｒｇらに付与され
た米国特許第６，３９１，２８１号、およびＹａｎｇらに付与された米国特許第６，４６
１，３２６号で開示されているもの等の、蛍光特性を有する公知の化合物を含む。例えば
、蛍光湿潤性指示剤は、アクリジンオレンジおよびアクリジンイエロー等のアクリジン色
素、Ｃｙ３およびＣｙ５等のシアニン色素、エオシン、フルオレセイン、およびトーダミ
ン等のキサンテン色素、Ａｌｅｘ　Ｆｌｕｏｒ（登録商標）およびＡＭＣＡ-Ｘ等のピレ
ン色素、Ｕｖｉｔｅｘ（登録商標）　ＯＢ等のベンゾオキサゾール色素、フルオランテン
色素、キニーネ色素、および同等物を含んでもよい。好ましくは、蛍光剤は、フルオレセ
イン、２-（６-ヒドロキシ-３-オキソ-（３Ｈ）-キサンテン-９-ｙｌ）安息香酸、または
Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈからのフルオレセインナトリウム塩（二ナトリウム６-ヒドロ
キシ-３-オキソ-９-キサンテン-ｏ-ベンゾエート）、およびＫｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌ
ｉｎｅからのピラニン　１０Ｇ（８-ヒドロキシ-１，３，６-ピレントリスルホン酸三ナ
トリウム塩）等の水溶性蛍光剤である。
検査および材料
【００５０】
２５０°ＦでＡＳＴＭ　Ｄ-３２３６方法に従って粘度を検査した。ＡＳＴＭ　Ｅ-２８方
法に従って、自動Ｈｅｒｚｏｇユニットで環球軟化点を測定した。
【００５１】
融解した接着剤組成物の相挙動を観察することによって、相溶性を判定した。この検査を
実行するために、約５０グラムの融解指示薬サンプルを４ｏｚガラス瓶の中に注いだ。次
いで、サンプルを含有する瓶を、２５０°Ｆの空気循環オーブンの中に入れた。３日後に
、瓶の内容物を調べた。２つの異なる層の存在によって、相分離が発現した。サンプルは
、相分離がなければ相溶性（Ｃ）と定義され、そうでなければ非相溶性（ＩＮ）と定義さ
れた。
【００５２】
熱溶融型湿潤性指示薬を、ポリエチレンフィルムと、適切な接着被覆重量を伴う薄紙との
間で被覆した。次いで、標本を生理食塩水（Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　ｅｙｅｓ（登録商標）
　ｆｒｏｍ　Ｂａｕｓｃｈ　＆　Ｌｏｍｂ，　Ｉｎｃ．）で汚損し、湿潤性指示薬の色変
化率を観察し、積層体が生理食塩水によって湿潤された後６０秒以内に報告した。
【００５３】
湿潤性指示薬の蛍光特徴を検査するために本明細書で使用された紫外線光またはブラック
ライトは、中国製のＫｏｅｈｌｅｒ　Ｂｒｉｇｈｔ　Ｓｔａｒモデル番号１１９１という
個人用蛍光紫外線光ハンドセットであった。
実施例
【００５４】
いくつかの一般的に使用されている蛍光剤を、熱溶融型湿潤性指示接着剤Ｈ９１３３-０
７に混合し、この混合物を、ポリエチレンフィルムと２２グラム／平方メートルの被覆重
量を伴う薄紙との間で被覆し、次いで、Ｂａｕｓｃｈ　＆　Ｌｏｍｂからの市販の生理食
塩水を使用して積層体を検査した。結果を表１に記載する。
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【表１】

Ｈ９１３３-０７は、Ｂｏｓｔｉｋ　Ｉｎｃ．からの市販の熱溶融型湿潤性指示薬である
。
Ｕｖｉｔｅｘ　ＯＢ：Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからの２，２
’-（２，５-チオフェニジル）ビス［５-ｔｅｒｔ－ブチルベンゾオキサゾール］
クマリン：Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈからの７-ジエチルアミノ-４-メチルクマリン
トランス-スチルベン：Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈからのトランス-１，２-ジフェニルエ
チレン
キニーネ：Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈからの（８-アルファ、９Ｒ）-６’-メトキシシン
コナン-９-オル
フルオレセイン（遊離酸）：Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈによって流通されている２-（６
-ヒドロキシ-３-オキソ-（３Ｈ）-キサンテン-９-イル）安息香酸
フルオレセインナトリウム塩：Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈからの二ナトリウム６-ヒドロ
キシ-３-オキソ-９-キサンテン-ｏ-ベンゾエート
ピラニン　１０Ｇ：Ｋｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅからの８-ヒドロキシ-１，３，６
-ピレントリスルホン酸三ナトリウム塩
【００５５】
表２および３は、通常の光および紫外線光の両方の下で物品が湿潤しているかどうかを示
すことができる、湿潤性指示薬を記載する。
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【表２】

【表３】

ピラニン　１０Ｇは、接着剤が湿潤している時に、紫外線光の下で、ＳＩＳ、ＳＢＳ、Ｓ
ＥＢＳ、ＳＥＥＰＳ、ＥＶＡ、およびＡＰＡＯ系親水性熱溶融型接着剤を光らせることが
できる。接着剤を親水性にするためには、親水性ＳＩＳ系熱溶融物であるＨ２００６９以
外の下記の表４に記載された各接着剤に、５％のモノステアリン酸グリセロールを混合さ
せる。
【００５６】
表４は、生理食塩水によって湿潤された後に紫外線光の下で蛍光を発する、ピラニン　１
０Ｇ含有親水性熱溶融型接着剤を提示する。
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【表４】

Ｈ２００６９は、Ｂｏｓｔｉｋ　Ｉｎｃ．から入手可能な親水性のＳＩＳ系熱溶融型接着
剤である。
Ｈ４２４４は、Ｂｏｓｔｉｋ　Ｉｎｃ．から入手可能なＳＢＳ系熱溶融型接着剤である。
ＡＦＸ-０８５Ａは、Ｂｏｓｔｉｋ　Ｉｎｃ．から入手可能なＳＥＢＳ系熱溶融型接着剤
である。
Ｈ６０４０は、Ｂｏｓｔｉｋ　Ｉｎｃ．から入手可能なＳＥＥＰＳ系熱溶融型接着剤であ
る。
Ｈ１７５０は、Ｂｏｓｔｉｋ　Ｉｎｃ．から入手可能なＥＶＡ系熱溶融型接着剤である。
Ｈ３２５７は、Ｂｏｓｔｉｋ　Ｉｎｃ．から入手可能なＡＰＡＯ系熱溶融型接着剤である
。
【００５７】
水溶性ポリマーに添加されたフルオレセイン遊離酸、フルオレセインナトリウム塩、また
はピラニン　１０Ｇで、部分的に水溶性または感水性の熱溶融型接着剤を作製するために
、ポリエチレングリコール、スルホン化ポリエステル、およびポリビニルピロリドン／酢
酸ビニルコポリマー等の、いくつかの等級の水溶性ポリマーを使用した。
【００５８】
表５乃至表７は、生理食塩水によって湿潤された後に紫外線光の下で蛍光を発する、熱溶
融型接着剤の実施例を記載する。
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【表５】
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【表６】
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【表７】

Ｂｅｎｚｏｆｌｅｘ　９-８８：Ｖｅｌｓｉｃｏｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．から
のジプロピレングリコールジベンゾエート
Ｂｅｎｚｏｆｌｅｘ　３５２：Ｖｅｌｓｉｃｏｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．からの
１，４-シクロヘキサンジメタノール　ジベンゾエート
Ｃｅｎｔｕｒｙ　１２２４：Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのオクタデカン酸
Ａｔｍｅｒ　１２９：Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのモノス
テアリン酸グリセロール
Ｕｎｉ-ｒｅｚ　２６２０：Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのオリゴマーアミ
ドエステル樹脂
Ｐｏｌｙｇｌｙｋｏｌ　２００００Ｓ：Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．からのポリエチレ
ングリコール
Ｐｏｌｙｇｌｙｋｏｌ　８０００Ｓ：Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．からのポリエチレン
グリコール
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Ｆｏｒａｌ　ＡＸ：Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからの水素化ウッドロジン
Ｓｙｌｖａｌｉｔｅ　ＲＥ　８５Ｌ：Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのトール
オイルロジンのグリセロールエステル
Ｓｙｌｖａｌｉｔｅ　ＲＥ　１００Ｌ：Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのトー
ルオイルロジンのペンタエリトリトールエステル
Ｓｙｌｖａｒｅｓ　ＴＰ　２０４０：Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのテルペ
ンフェノール樹脂
Ｕｖｉｔｅｃ　ＶＡ　６４：ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．からのポリビニルピロリドン／酢酸ビ
ニルコポリマー
ＡＱ　１２５０：Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからのスルホン化ポリエステル
Ｉｒｇａｎｏｘ　１０１０：Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓからの
ヒンダードフェノール抗酸化剤　
フルオレセイン（遊離酸）：Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈによって流通されている２-（６
-ヒドロキシ-３-オキソ-（３Ｈ）-キサンテン-９-イル）安息香酸
フルオレセインナトリウム塩：Ｓｉｇｍａ-Ａｌｄｒｉｃｈからの二ナトリウム６-ヒドロ
キシ-３-オキソ-９-キサンテン-ｏ-ベンゾエート
ピラニン　１０Ｇ：Ｋｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅからの８-ヒドロキシ-１，３，６
-ピレントリスルホン酸三ナトリウム塩
 
【００５９】
ピラニン　１０Ｇと違って、フルオレセイン（遊離酸）は、その蛍光挙動に関してはｐＨ
依存性である。表８は、異なるｐＨ値の溶液による湿潤後に、蛍光剤が紫外線光の下で明
るくなるために要する時間を比較する。
【表８】

【００６０】
ヒトの尿のｐＨは、Ｊ．　Ｌ．　Ｈａｍｍｏｎｅ，　ｅｔ　ａｌ　ＴＡＰＰＩ　Ｉｎｔ．
　Ｄｉｓｓｏｌｖｉｎｇ　Ｐｕｌｐｓ　Ｃｏｎｆ．　（Ｇｅｎｅｖａ）　Ｐｒｏｃ．：　
２４７-２６４　（Ｍａｒ．　２４-２７，　１９８７）の開示に基づいて、５．８乃至７
．４に及ぶ。結果として、ｐＨ４における、フルオレセインの比較的低く弱い蛍光反応は
、明らかにヒトへの適用を目的とする使い捨ておむつ等の物品における指示機能に、実際
には影響を及ぼさない。
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              特開平０２－０９７５８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－０５８５８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６４－０３１８８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００４－５２５９９６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０９Ｊ　２０１／００　　　　
              Ｃ０９Ｊ　　１１／０６　　　　
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